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粛藤ミツエ教授を送る
保健体育科長 東 昇
先生には，本年（昭和63年） 3月，本学の規定により停年ご退職をされます。“歳月に関所
なし”の警え通り，時の過ぎゆく早さを強く感じます。長い間のご指導と，私共に与えて下さっ
た数々のご助言に感謝申し上げると共に，研究室を去られでも，人生の師として末永くご指導
下さいます様お願い申し上げる次第です。
さて，先生との出会いは本学に養護教諭コースが設置される，昭和45年の頃でした。文部省
への申請書類提出に当り，当時，市立江別総合病院の総看護婦長をされておられた先生に，非
常勤講師の依頼と，承諾のお願いに伺った事から始まりました。その頃は，大学も開学間もな
く，乏しい施設で看護教育の一分野の指導をお願いしたのですから，先生も大変戸惑った事と
思います。特に，養護教諭としての看護内容，しかも 2ヶ年という限られた時数での指導内容，
加えて臨床実習も当病院に全面的にお願いする事等々，相当強引な仕事運びを致したものと思
い，この業務を担当していた者の一人として，想い出すたび汗顔の至りです。しかし先生には
周到に教育計画を立てられ，ご多忙な職務にも係わらず，出向いただきました。おかげ様で，
当時の卒業生の大部分は初期の目的を達し，道内は勿論，東北，関東の各地で養護教諭として
現職で活躍し，それぞれの地域で高い評価を受けております。これも一重に，先生の看護に生
きた情熱あふれる教育の賜物と思い，深く感謝申し上げる次第です。
ここで，先生のご経歴の一端をご紹介致したいと，思います。
先生は，弘前女学校（現弘前学院短期大学の前身）をご卒業後，聖路加女子専門学校（現聖
路加看護大学）に進学され，衛生看護教育について研鎖をつまれました。同校ご卒業と同時に，
元蒙古（現中国）耕合自治政府衛生部に衛生技術員として派遣勤務され，衛生思想の普及及び
看護の実務に当たられましたが，ここで終戦を迎える事となり，故郷の弘前に引き揚げられま
した。当地では，先生の識見，お人柄を見逃す事なく，まもなく弘前女子厚生学院（昭和30年
代に廃校となった）の教諭に迎えられ，看護教育に当られました。その後，北海道に来られる
事となり，市立江別総合病院付属准看護婦養成所の教務主任として迎えられ，同高等看護学院
教務主任，同病院総看護婦長，同看護部長の要職を歴任され，前述通り昭和46年より本学非常
勤講師として，ご指導をいただく事となりました。市立江別総合病院をご退職の年，昭和51年
3月31日付で本学専任教授として迎えられました。この頃より，本学養護教諭コースの学生数
が急激に増加し，看護学に係わる教育全般，中でも臨床実習病院の確保に大変ご苦労されまし
た。思えば，開設当初は 6施設（臨床実習の依頼病院）であったのが，ほぼ同じ数の学生に対
し，現在では 3倍に当る19施設にもなって居ります。昭和57年4月より，学内分掌に臨床実習
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委員会が設立され，主に病院実習，保健所実習等，看護教育，衛生教育に係わる業務a,諸計画，
立案実施等を検討する事となりましたが，その副委員長として現在に至り，歴代の委員長を補
佐し，更に，関係施設担当総婦長さんとの綿密な打ち合わせにより，学生の実習が円滑に行な
われた事は言うに及びません。文，学生への訓育指導，生活指導は勿論，就職指導，職場開拓
にも努力され，本学科の社会的評価を高めるうえにも大きく寄与下さいました。 昭和60年度に
は，カリキュラムの検討が進められ， 一般教育課程に「総合講座jを設置する事の前提として，
全学に「特別講義」が聞かれる事になりました。その講義もζ担当いただき，服飾美術科の学
生に対して「すこやかに生きる為に 女性を演ずる一一」のテーマで，女性の生き方，そ
してよりよく生きる為の知恵と，子供を育てる英知について話された内容は，私も拝聴致し，
学生共々深く感銘を受けました。先生の敬慶なクリスチャンとしてのお人柄，看護に生きた人
間愛を強く感じ，改めてお人柄を伺うことが出来ました。この講義をもっと多くの他の科の学
生にも聞かせてあげたかったが，時間の不足により実現出来なかった事を非常に残念に思って
おります。 この様な，先生の薫陶によって巣立った卒業生の胸の内にも， 先生の情熱が脈々と
して生き続けている事と思います。又，学生ばかりでなく，教職員に対しての温かい心配りも，
人間関係の円滑化に寄与された力は計り知れないものがあろうかと思います。先生の研究室に
咲くセントポーリア，あまりのきれいさに，或る日いただいたそのー鉢が，我が家でも可憐な
花を咲かせております。 物言わぬ花ながら水を差す時には，何らかの語らいを始める様な素ぶ
りを見せてもくれます。大切に咲かせ続けたいと思います。 述べる事が多くありますが，紙面
の都合で割愛しなければならない事大変残念に思います。
末尾ながら先生の益々のご健勝をお祈り致し，重ねて今日迄のご指導ご、助言に心から感謝申
し上げ，先生を送ることばと致します。
社会的業績
昭和33年5月 北海道准看護婦試験委員
昭和35年5月 保健婦，助産婦，看護婦審議委員
昭和36年5月 日本看護協会北海道支部石狩地区評議員
昭和42年5月 江別市農業学園教育課程編成委員
昭和43年8月 全国自治体病院協議会北海道支部総婦長部会長
昭和47年5月 日本看護協会看護婦部会北海道地区評議員
昭和48年10月 北海道看護対策協議会委員
昭和49年4月 日本看護協会北海道支部看護婦部会教育委員
昭和52年4月 社団法人北海道看護センタ一理事
昭和55年4月 日本看護協会北海道支部看護婦部教育部長
昭和59年7月 北海道看護センター看護学校設立検討委員会委員
受賞
昭和47年 日本看護協会看護婦部会長賞受賞
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昭和48年 北海道社会貢献賞受賞
研究業績
「学生の臨床指導について」一一北海道看護協会研究総会発表（昭37・8)
「病棟管理について一一混合病棟管理の実際一一」一一日本看護協会北海道支部看護管理
者研究会（昭39・1) 
「職場における人間関係」 全国自治体病院協議会総婦長部会研究会（昭43・4）東京
「北海道自治体病院における看護要員の実態（共同発表）」 一一第8回全国自治体病院学会
（昭44・9）神戸
「病院給食の今後の問題 温食給食について 」 第11回北海道臨床栄養研究学会
（昭45・1) 
「看護学生実習の実態J一一北海道看護教育研究会 （昭47・7)
「専門職一一そこに求められるもの一一」日本看護協会全国看護学会（昭47・9）札幌
「継続看護を考えるJ 日本看護協会北海道支部研究会（昭50・6)
